
一
　
は
じ
め
に

　

駒
澤
大
学
の
仏
教
経
済
研
究
所
で
は
二
〇
一
六
年
度
よ
り
、
駒
澤
大
学
が
曹
洞
宗
の
宗
門
大
学
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
曹
洞
宗

寺
院
と
の
つ
な
が
り
を
多
く
持
つ
た
め
、
宗
門
大
学
の
附
置
研
究
所
と
い
う
性
格
を
活
用
し
て
曹
洞
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教
寺
院
の
現

状
を
探
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
報
告
は
二
〇
一
九
年
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
一
日
に
か
け
て
実
施
し
た
台
湾
台

南
市
の
仏
教
寺
院
や
廟
で
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
調
査
担
当
者
は
徳
野
崇
行
、
武
井
謙
悟
、
横
山
龍
顯
の
三
名
で
あ
る
。
本

調
査
の
目
的
は
次
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

　

寺
院
の
社
会
的
役
割
の
国
際
比
較
の
た
め
、
寺
院
調
査
を
海
外
で
実
施
す
る
。
当
研
究
所
研
究
員
の
都
通
憲
三
朗
先
生
に
コ
ー

デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
を
依
頼
し
て
、
台
湾
台
南
市
の
廟
や
寺
院
で
の
盆
行
事
を
調
査
す
る
。
北
区
に
あ
る
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会
を
主
な

調
査
対
象
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
台
南
市
の
廟
や
寺
院
で
の
盆
行
事
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

二
〇
一
九
年
度
　
仏
教
経
済
研
究
所
　
寺
院
調
査
レ
ポ
ー
ト

地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
（
四
）

　
　

︱
︱
台
湾
台
南
市
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院
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査
か
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こ
の
調
査
目
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
調
査
の
目
的
は
台
湾
の
死
者
供
養
儀
礼
と
し
て
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
る
盂う

ら蘭
盆ぼ
ん

会え

、
焔え
ん

口く

、
普ふ

と渡
と
い
っ
た
盆
行
事
を
主
な
対
象
と
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
者
供
養
を
儀
礼
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
前

年
度
に
実
施
し
た
予
備
調
査
で
は
、
大
観
音
亭
、
開
基
玉
皇
宮
、
鎮
轅
境
頂
土
地
廟
、
総
爺
古
街
下
土
地
総
禄
境
廟
、
祀
典
武
廟
、
大

天
后
宮
、
台
南
北
極
殿
、
台
湾
首
廟
天
壇
天
公
廟
、
台
南
孔
子
廟
、
永
華
宮
、
徳
化
堂
、
六
合
境
馬
公
廟
、
東
獄
殿
、
台
湾
府
城
隍
廟

の
十
四
の
廟
と
と
も
に
、
禅
宗
寺
院
で
あ
る
開
元
寺
、
妙
心
寺
、
竹
渓
禅
寺
の
三
ヶ
寺
の
調
査
報
告
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
紀
要
四
十
九

号
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い（
１
）。

二
　
台
湾
台
南
市
の
盆
行
事

　

台
湾
で
は
農
事
暦
の
旧
暦
七
月
に
中
元
節
を
中
心
と
し
つ
つ
様
々
な
盆
行
事
が
営
ま
れ
て
お
り
、
仏
教
寺
院
で
は
盂
蘭
盆
会
、
道
教

廟
で
は
普
渡
が
ひ
ろ
く
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
台
湾
に
お
い

て
旧
暦
七
月
は
「
鬼
月
」
と
も
呼
ば
れ
、
浮
か
ば
れ
な
い
無

縁
の
死
者
た
ち
が
跋
扈
す
る
季
節
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
死
者
た
ち
を
台
湾
で
は
「
好ハ
オ

兄シ
ャ
ン

弟リ
ー

」
と
呼
び
、
お

盆
は
彼
ら
た
ち
を
弔
う
儀
礼
が
宗
教
を
超
え
て
営
ま
れ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
①
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会

　

ま
ず
台
南
市
を
代
表
す
る
仏
教
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
開

元
寺
の
盂
蘭
盆
会
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
開
元
寺
で
は
、

写真１　盂蘭盆会の掲示物①
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二
〇
一
九
年
の
場
合
、八
月
十
八
日
に
盂
蘭
盆
会
が
実
施
さ
れ
た
。写
真
１
は
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会
の
縁
起
を
説
く
掲
示
物
で
あ
る
。「
盂

蘭
盆
法
会
的
縁
起
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�「
盂
蘭
盆
」
是
「
解
倒
懸
」
的
意
思
・
意
指
仰
仗
供
養
清
浄
十
方
僧
眾
的
功
徳
・
救
度
惡
道
眾
生
出
離
苦
海
。

　
　

�

這
個
縁
起
是
佛
陀
時
代
・
目
連
尊
者
見
到
自
己
的
亡
母
・
堕
在
餓
鬼
道
中
受
苦
・
因
此
藉
神
通
力
送
飯
菜
給
亡
母
・
但
是
食
物
尚

未
入
口
・
即
化
成
灰
炭
。
目
連
尊
者
於
是
前
去
請
示
佛
陀
、
佛
陀
答
道
・「
你
的
母
親
在
生
的
時
後
・
謗
佛
謗
僧
・
不
信
因
果
正
法
、

所
以
受
此
苦
報
・
你
雖
然
已
經
證
到
阿
羅
漢
果
・
但
是
對
於
撥
無
因
果
的
重
罪
・
也
難
以
化
解
救
濟
。
唯
有
仰
仗
供
養
十
方
僧
眾

功
徳
之
力
・
方
能
令
你
母
親
脱
離
餓
鬼
之
苦
。」
尊
者
聴
了
之
後
・
歡
喜
奉
行
・
在
七
目
十
五
日
僧
眾
解
安
居
的
自
恣
日
・
於
盆

中
設
甘
麗
美
食
・
供
養
十
方
僧
眾
・
因
此
超
度
了
亡
母
。

　
　

�

為
了
提
倡
中
國
人
慎
終
追
遠
的
孝
道
精
神
及
感
恩
父
母
、
三
實
的
恩
澤
・
本
寺
敬
建
盂
蘭
盆
法
曾
・
並
奉
勧
世
間
應
行
盂
蘭
盆
之

法
・
供
佛
及
僧
・
以
報
父
母
生
養
撫
育
慈
愛
的
恩
恵
。
以
恭
敬
心
・
孝
順
心
・
慈
悲
心
、
平
等
心
蒞
曾
誦
經
仗
三
寳
慈
力
・
必
能

超
薦
累
劫
父
母
・
冤
親
・
以
及
十
方
法
界
一
切
亡
霊
往
生
善
處
・
功
徳
不
可
思
議

　

こ
の
掲
示
物
は
、
目
連
尊
者
が
餓
鬼
道
に
堕
ち
て
倒
懸
の
苦
を
受
け
る
母
を
救
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
説
明
し
つ
つ
、
開
元
寺
の
盂
蘭

盆
会
の
利
益
を
説
い
て
い
る
。
後
半
の
「
為
了
提
倡
中
國
人
」
か
ら
の
段
落
で
は
、
盂
蘭
盆
会
が
孝
道
精
神
と
し
て
説
か
れ
て
お
り
、

儒
教
的
な
価
値
観
も
含
め
た
形
で
利
益
を
強
調
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
「
恭
敬
心
、
孝
順
心
、
慈
悲
心
、
平
等
心
を
以
て
、

会
の
誦
経
に
蒞の
ぞ

め
ば
、
三
宝
慈
力
に
仗
っ
て
必
ず
累
劫
の
父
母
、
冤
親
を
能
く
超
薦
す
。
以
て
十
方
法
界
の
一
切
亡
霊
往
生
善
処
に
及

び
、
功
徳
は
不
可
思
議
な
り
。」
と
盂
蘭
盆
会
の
利
益
を
説
く
。「
超
薦
」
は
日
本
語
の
成
仏
や
供
養
に
当
た
る
語
で
あ
る
。

一
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写
真
２
は
写
真
１
の
掲
示
物
と
同
じ
く
盂
蘭
盆
会
を
告
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
表
題
が
「
孝
子
報
恩　

七
月
盂
蘭
盆
」
と
な
っ

て
い
る
点
は
、
開
元
寺
に
お
い
て
盂
蘭
盆
会
が
単
に
仏
教
的
な
供
養
儀
礼
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
儒
教
の
「
孝
」
と
い
う
倫
理
観

に
か
な
っ
た
行
事
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

写
真
３
は
盂
蘭
盆
会
の
予
定
を
記
し
た
掲
示
物
で
、盂
蘭
盆
会
が
午
前
の
「
誦
地
蔵
経
」、午
後
の
「
放
焔
口
」
と
い
う
儀
礼
か
ら
成
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
掲
示
物
の
中
央
に
「
農
暦　

７
／
18　

上
午　

誦
地
蔵
経　

下
午　

放
焔
口
」
と
あ
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
し

て
い
る
。「
第
１
枝
香
」
で
は
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
の
前
半
を
、「
第
２
枝
香
」
で
は
後
半
を
読
誦
し
、『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
一
巻

写真３　盂蘭盆会の時間割表

写真２　盂蘭盆会の掲示物②
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写真４　盂蘭盆会の紙位牌

を
僧
俗
が
一
緒
に
読
経
す
る
儀
式
で
、
儀
礼
内
容
か
ら
言
え
ば
地

蔵
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
焔
口
」
は
『
瑜
伽
燄
口
施

食
要
集
』
を
読
誦
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
い
え
ば
施
餓
鬼
会

（
施
食
会
）
に
当
た
る
法
要
で
あ
る
。

　

地
蔵
堂
な
ど
の
堂
舎
の
壁
に
は
、
盂
蘭
盆
に
際
し
て
申
し
込
ま

れ
た
供
養
の
紙
位
牌
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
天
蓋
と
蓮
台
の
絵
柄
が

印
刷
さ
れ
た
紙
位
牌
の
中
央
に
は
、「
佛
力
超
薦
○
○
往
生
蓮
位
」

と
供
養
対
象
を
記
載
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
、
右
側
に
は
施
主
の
住

所
、
左
側
に
は
施
主
名
が
記
載
さ
れ
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
供

養
対
象
は
俗
名
や
「
○
○
府
歴
代
祖
先
」
と
い
っ
た
形
で
の
先
祖

名
が
多
く
見
ら
れ
た
。
加
え
て
「
累
劫
冤
親
債
主
」
と
施
主
の
身

近
な
親
族
だ
け
な
く
、「
冤う
ら

み
」
を
も
つ
よ
う
な
浮
か
ば
れ
な
い

死
者
を
含
め
て
両
方
を
供
養
す
る
文
言
が
あ
り
、「
怨
親
平
等
」

の
供
養
を
願
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
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写真５　紙位牌を拝む信者たち

写真６　誦地蔵経①
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写真７　誦地蔵経②

　
誦
地
蔵
経

　

開
元
寺
に
お
け
る
盂
蘭
盆
会
の
前
半
の
儀
礼
と
な
る
「
誦
地
蔵
経
」
は

本
堂
に
あ
た
る
阿
弥
陀
堂
で
行
わ
れ
る
（
写
真
６
・
７
）。
中
央
須
弥
壇
の

前
の
五
人
の
僧
が
木
魚
と
小
磬
を
鳴
ら
し
つ
つ
読
経
を
主
導
す
る
。
袈
裟

を
纏
っ
た
僧
尼
は
二
〇
名
ほ
ど
お
り
、
一
般
の
参
加
者
は
一
〇
〇
人
程
度

で
あ
っ
た
。
各
席
に
置
か
れ
た
見
台
に
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
が
予
め
設

置
さ
れ
て
、そ
の
上
か
ら「
佛
」と
書
か
れ
た
カ
バ
ー
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

開
始
時
間
か
ら
参
加
す
る
者
も
い
れ
ば
、
読
経
中
に
途
中
参
加
す
る
者

も
い
た
。
途
中
参
加
の
場
合
は
案
内
役
の
尼
僧
が
誘
導
す
る
。
参
加
者
の

服
装
は
黒
の
仏
教
服
（
海
清
）
を
着
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
サ
ン
ダ
ル
と
い
っ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
も
見
ら
れ
た
。

　

男
女
比
は
男
性
が
三
割
、
女
性
が
七
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
年
齢
は

四
〇
代
か
ら
六
〇
代
が
中
心
だ
が
、
二
〇
代
の
若
年
層
や
七
〇
代
以
上
の

高
齢
層
な
ど
幅
広
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
誦
地
蔵
経
と
い
う
儀
礼
は
僧
俗
が

と
も
に
読
経
を
行
う
シ
ン
プ
ル
な
儀
礼
で
は
あ
る
が
、
二
時
間
ほ
ど
の
読

経
を
在
家
者
も
交
え
て
行
う
光
景
は
日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
と
感
じ
た
。

一
六
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写真８　盂蘭盆会の供物

写真９　盂蘭盆会での嬰霊への供物
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写真10　『瑜伽燄口施食要集』

　
放
焔
口

　

一
方
、「
放
焔
口
」
は
観
音
菩
薩
を
祀
る
大
士
殿
を
中
心
に
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
十
四
時
か
ら
開
催
と
な
る
が
、
ま
ず
儀
礼
に
先
立

ち
爆
竹
が
鳴
ら
さ
れ
る
。
一
般
の
参
加
者
は
大
士
殿
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
『
瑜
伽
燄
口
施
食
要
集
』
を
読
誦
す
る
形
と
な
る
が
、

先
の
「
誦
地
蔵
経
」
に
比
べ
て
真
言
や
手
印
が
多
く
あ
る
た
め
、
導
師
に
よ
っ
て
儀
礼
が
主
導
さ
れ
る
要
素
が
強
い
。
大
士
殿
前
の
庭

に
列
べ
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
多
く
の
供
物
が
供
え
ら
れ
て
い
る
（
写
真
８
）。
供
物
に
立
て
ら
れ
た
幡
に
は
「
信
士
○
○
敬
叩
」

と
施
主
名
を
記
載
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
写
真
９
の
よ
う
に
「
嬰え
い
れ
い霊
」
と
書
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
、
日
本
の
水
子
供

養
と
共
通
す
る
よ
う
な
台
湾
の
嬰
霊
供
養
の
要
素
が
盂
蘭
盆
会
と
い
う
仏
教
儀
礼
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
を
物
語
っ
て
い
た（
２
）。

　

放
焔
口
の
儀
礼
は
、
ま
ず
大
士
殿
の
本
尊
に
向
か
い
北
面
で
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
大
士
殿
内
に
臨
時
で
設
営
さ
れ
た
机
に
向
か

い
、
南
面
し
て
導
師
が
宝
冠
を
か
ぶ
り
儀
礼
を
進
め
る
。
読
誦
さ
れ
る
『
瑜
伽
燄
口
施
食
要
集
』
の
冒
頭
に
は
「
阿
難
林
間
習
定
観
音

次
現
面
然
」「
阿
難
頂
禮
佛
足
啓
請
救
苦
世
尊
方
便
授
以
陀
羅
尼
法
」
の
二
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
阿
難
林
間
習
定
観
音
示
現
面
然
」

は
観
音
菩
薩
が
姿
を
変
え
た
面
然
大
士
が
阿
難
を
脅
す
様
子
を
描
い
た
も
の
だ
。
対
し
て
「
阿
難
頂
禮
佛
足
啓
請
救
苦
世
尊
方
便
授
以

陀
羅
尼
法
」
は
困
っ
た
阿
難
が
釈
尊
に
教
え
を
乞
い
、
陀
羅
尼
法

が
授
け
ら
れ
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
不
空
訳
『
瑜
伽

集
要
焔
口
施
食
起
教
阿
難
陀
縁
由
』
な
ど
に
説
か
れ
る
施
餓
鬼
法

の
縁
起
を
図
像
化
し
た
も
の
と
い
え
る（
３
）。

　

表
題
割
注
に
、「
千
華
第
三
世　

定
庵
基
删
輯　

千
華
十
五
世

　

聖
性
宗
増
補
儀
観
」
と
あ
る
の
で
、「
定
庵
」
が
編
纂
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
七
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本
経
の
項
目
を
拾
っ
て
い
け
ば
、「
瑜
伽
燄
口
序
・
浄
法
界
真
言
・
點
浄
真
言
・
加

持
花
米
真
言
・
加
持
鈴
杵
真
言
・
十
二
因
縁
呪
・
上
師
三
寳
真
言
・
音
楽
呪
・
遣
魔
印
・

伏
魔
印
・
結
火
輪
印
・
結
真
空
呪
・
遣
寳
錯
花
米
攝
受
・
大
衆
黙
念
心
経
・
結
運
心
供

養
印
・
遣
魔
印
・
次
結
変
空
呪
印
・
結
奉
食
印
・
結
観
音
禅
定
印
・
結
破
地
獄
印
・
一

心
召
請
・
結
召
請
餓
鬼
印
・
結
召
罪
印
・
結
摧
罪
印
・
結
破
定
業
印
・
結
懺
悔
滅
罪
印
・

結
妙
色
身
如
来
施
甘
露
印
・
結
開
咽
喉
印
・
結
三
寳
印
・
五
如
来
称
号
・
結
発
菩
提
心

印
・
結
三
昧
耶
印
・
結
無
量
威
徳
自
在
光
明
如
来
印
・
結
前
印
誦
乳
海
真
言
・
結
障
施

鬼
印
・
結
普
供
養
印
・
大
衆
同
年
尊
勝
呪
・
普
回
向
・
結
圓
満
奉
印
・
薜
茘
多
文
・
回

向
偈
」
と
な
る
。

　

こ
の
項
目
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
瑜
伽
燄
口
序
」
に
は
じ
ま
り
、五
方
に
結
界
を
は
っ
て
、東
方
に
阿
閦
仏
、南
方
に
宝
生
如
来
、

中
央
の
毘
盧
遮
那
仏
、
西
方
に
阿
弥
陀
如
来
、
北
方
に
不
空
成
就
仏
を
請
い
、
そ
の
五
方
如
来
を
象
徴
す
る
宝
冠
を
導
師
が
頂
い
て
餓

鬼
た
ち
を
集
め
て
懺
悔
滅
罪
さ
せ
、
食
を
施
し
て
菩
提
心
を
お
こ
さ
せ
、
五
如
来
の
力
に
よ
っ
て
功
徳
を
与
え
る
儀
礼
構
成
と
な
っ
て

い
る（
４
）。五
如
来
称
号
を
中
心
と
す
る
儀
礼
構
成
は『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』に
載
る
施
餓
鬼
法
で
い
え
ば
、『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
并
手
印
』

に
共
通
す
る
も
の
な
の
で
、
本
儀
軌
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

開
元
寺
で
の
施
餓
鬼
会
で
最
も
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
は
導
師
が
饅
頭
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
供
物
を
地
面
へ
投
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
饅
頭
や
菓
子
が
次
々
に
餓
鬼
へ
の
「
施
し
」
と
し
て
投
げ
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
と
く
に
重
要
な
の
は
参
拝
者
が
地
面
に
落
ち

て
い
る
供
物
を
拾
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
数
十
人
の
参
拝
者
が
供
物
を
拾
お
う
と
集
ま
っ
て
く
る
が
、

係
の
僧
が
待
機
し
て
参
拝
者
を
厳
し
く
咎
め
て
制
止
す
る
。

写真11　『瑜伽燄口施食要集』に掲載
された釈迦と阿難の図
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写真12　放焔口①

写真13　放焔口での施食
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た
だ
し
儀
礼
が
進
む
と
導
師
が
指
で
合
図
を
出
し
、
そ
れ
以
降
は
参
拝
者
が
拾
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
食
の
施
し
を
受
け
た
餓
鬼

が
そ
れ
を
享
受
す
る
ま
で
の
時
間
を
儀
礼
的
に
作
り
出
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
②
元
和
宮
の
普
渡

　

元
和
宮
は
保ほ
せ
い生
大た
い
て
い帝
を
主
神
と
し
、
五
福
大
帝
な
ど
を
祀
る
廟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
行
政
が
設
置
し
た
案
内
板
に
は
、
元
和
宮 

Y
uanhe T

em
ple

（D
edicating M

edical God

）
と
あ
り
、
医
療
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
保
生
大
帝
は
呉
真

人
と
も
よ
ば
れ
、
医
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
神
で
あ
る（
５
）。
保
生
大
帝
の
生
前
の
名
を
呉
本
と
い
い
、
福
建
省
同
安
県
の
人
で

あ
る
。
九
八
一
（
太
平
興
国
六
）
年
の
生
ま
れ
で
、
科
挙
に
よ
っ
て
御
史
と
な
っ
た
が
、
丹
を
練
っ
て
人
を
救
い
、
そ
の
医
術
は
神
の

如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
〇
三
五
（
景
祐
二
）
年
に
没
し
た
あ
と
、
里
人
が
こ
れ
を
祀
り
、
廟
額
を
慈
済
と
賜
わ
っ
た
が
、
そ
の
後

も
何
回
か
追
封
を
受
け
て
い
る
。

　

伝
説
に
よ
れ
ば
、
時
の
皇
后
が
乳
房
に
腫
物
が
で
き
て
苦
し
ん
で
い
た
時
に
、
皇
帝
は
評
判
の
高
か
っ
た
彼
を
呼
ん
で
隣
室
に
入
れ
、

品
物
に
糸
を
つ
な
い
で
こ
れ
に
よ
っ
て
診
察
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
皇
后
の
脈
で
は
な
い
と
答
え
た
。
感
じ
入
っ
て
皇
后
の
脈
に
つ

け
た
糸
を
与
え
た
。
彼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
病
を
診
断
し
、
薬
を
調
合
し
た
と
こ
ろ
、
皇
后
は
ま
も
な
く
全
快
し
た
の
で
、
皇
帝
は
彼
に

保
生
大
帝
の
号
を
授
け
た
と
い
う
。
こ
の
他
に
も
彼
に
ま
つ
わ
る
話
は
多
い
が
、
一
説
に
は
彼
は
唐
代
の
名
医
孫そ
ん

思し
ば
く邈
で
あ
る
と
も
い

う
。
龍
が
人
間
に
化
け
て
眼
病
を
治
し
に
き
た
の
を
治
療
し
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
台
湾
で
は
全
島
で
一
一
〇
ヵ
所
余
り
の
廟
が
あ
り
、
三
月
十
五
日
の
誕
生
日
に
は
各
地
で
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
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写真14　元和宮の普渡

写真15　普渡の供物
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今
回
は
元
和
宮
の
普
渡
儀
礼
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
装
飾
や
供
物
の
状
況
は
写
真
14
、
15
、
16
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。
写
真
14
の
黒
い
台
の
上
に
置
か
れ
た
洗
面
器
と
タ
オ
ル

は
、
集
ま
っ
た
霊
た
ち
が
手
脚
を
洗
う
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
。

先
述
し
た
開
元
寺
で
は
供
物
が
す
べ
て
精
進
物
で
あ
っ
た
が
、
道

教
廟
で
は
写
真
15
の
よ
う
に
、
豚
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
鶏
、
ア
ヒ
ル
、

鯉
な
ど
が
姿
揚
げ
な
ど
に
し
て
供
え
ら
れ
て
い
る
。
写
真
16
は
焔

口
を
祀
る
紙
製
の
祭
壇
で
、「
普
渡
植
福
」
と
い
う
立
札
が
焔
口

に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
③
慈
蔭
亭

　

慈
蔭
亭
は
か
つ
て
は
観
音
寺
と
呼
ば
れ
た
観
音
菩
薩
を
祀
る
廟

で
あ
る
。
写
真
17
は
慈
蔭
亭
の
入
り
口
に
張
ら
れ
た
法
会
の
趣
旨

を
述
べ
た
掲
示
物
で
あ
る
。
こ
の
黄
色
の
用
紙
に
記
さ
れ
た
普
渡

の
表
白
文
は
以
下
一
七
八
頁
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

写真16　普渡の祭壇
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写真17　慈蔭亭の普渡の掲示物

写真18　普渡の供物
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甘
露
法
食

淒
淒
惨
惨
夜
半
天
、
孤
魂
無
主
実
可
憐
。

緣
柳
堤
頭
無
人
伴
、
黄
梅
谷
口
獨
自
眠
。

春
秋
祭
祀
誰
為
主
、
日
月
蹉
跎
不
計
秋
。

今
宵
幸
遇
三
壇
主
、
参
隨
我
佛
往
西
方
。

右
仰
無
祀
男
女
孤
魂
知
悉
。

　

こ
れ
は
七
言
律
詩
の
形
で
法
会
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ

り
、「
孤
魂
無
主
」
と
い
う
文
言
や
、
最
後
の
「
無
祀
男
女
孤
魂

悉
く
知
る
べ
し
」
に
あ
る
よ
う
に
、無
縁
の
霊
で
あ
る
「
好
兄
弟
」

た
ち
に
語
り
か
け
る
表
白
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
普
渡
が
無
縁

の
霊
た
ち
に
対
す
る
儀
礼
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

供
物
の
多
く
は
お
菓
子
や
キ
ノ
コ
の
干
物
、
米
な
ど
で
、
中
に

は
ス
ル
メ
や
豚
肉
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
菩
薩
と
い
う
仏
教
的

な
祭
祀
対
象
で
も
道
教
廟
と
同
様
の
供
物
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
写
真
18
の
左
側
に
哺
乳
瓶
が
あ
る
よ
う
に
夭
折
者
や
水
子
に

対
す
る
供
え
物
も
確
認
で
き
る
。
加
え
て
裁
縫
道
具
や
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
地
獄
か
ら
現
世
に
戻
っ
て
き
た
霊
た
ち

写真19　慈蔭亭の普渡儀礼
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が
汚
れ
て
い
た
り
、
衣
服
が
破
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
装
い
を
整
え
る
た
め
の
配
慮
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

慈
蔭
亭
の
普
渡
儀
礼
は
写
真
19
に
あ
る
通
り
、
有
髪
の
女
性
五
名
で
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
読
誦
さ
れ
た
経
本
に
は
、
変
食
真
言
、

普
供
養
真
言
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
仏
式
の
施
餓
鬼
会
が
営
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

三
　
台
湾
の
普
渡
儀
礼
か
ら
み
え
る
も
の

　

以
上
、
①
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会
、
②
元
和
宮
の
普
渡
、
③
慈
蔭
亭
の
普
渡
の
三
つ
の
宗
教
施
設
の
盆
行
事
を
紹
介
し
た
。
本
調
査
の

第
一
の
目
的
が
開
元
寺
の
盆
行
事
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
②
元
和
宮
と
③
慈
蔭
亭
の
記
述
と
の
差
異
が
あ
る
点
は
否
め
な
い
。
そ
こ

で
と
く
に
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
日
本
の
盆
行
事
と
比
較
し
つ
つ
、
台
南
市
の
盆
行
事
の
特
色
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

ま
ず
第
一
点
は
開
元
寺
の
盆
行
事
に
は
、
数
多
く
の
在
家
信
者
が
読
経
に
参
加
し
て
い
る
点
は
、
日
本
の
仏
教
寺
院
の
盆
行
事
よ
り

も
在
家
と
の
関
係
性
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
日
本
の
盆
行
事
で
も
檀
信
徒
を
は
じ
め
と
す
る
信
者
が
儀
礼
に
参
列

す
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
が
、
経
典
を
と
も
に
読
誦
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
日
本
で
も
例
え
ば
曹

洞
宗
で
は
修
証
義
な
ど
が
配
経
さ
れ
て
檀
信
徒
も
読
経
に
参
加
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
開
元
寺
の
誦
地
蔵
経
で

は
、
法
会
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
り
も
読
経
の
た
め
に
開
元
寺
に
来
て
い
る
よ
う
な
印
象
で
あ
っ
た
。
僧
侶
が
中
心
と
な
り
つ
つ
も
、

参
加
者
全
員
が
読
経
に
参
加
し
、
僧
俗
が
一
体
と
な
っ
て
読
経
す
る
と
い
う
形
が
開
元
寺
の
誦
地
蔵
経
に
は
端
的
に
現
れ
て
い
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
の
読
経
す
る
僧
侶
と
そ
れ
を
聞
く
檀
信
徒
と
い
う
形
態
と
は
異
な
る
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
信
者
に
よ
る
積
極
的
な
参
加
が
見
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
に
、
開
元
寺
の
掲
示
物
に
読
経
や
法
会
へ
の
参
加
の
功
徳
が
計
り

知
れ
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
盆
行
事
の
案
内
で
は
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
お
盆
が
「
先
祖

一
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供
養
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
説
か
れ
る
が
、
無
主
孤
魂
、
日
本
的
な
表
現
で
言
え
ば
「
無
縁
仏
」
の
供
養
に
な
る
と
い
う
内

容
で
、
は
っ
き
り
と
利
益
を
説
く
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
施
食
会
の
回
向
文
や
位
牌
に
は
「
有
縁
無
縁
三

界
万
霊
」
と
い
う
供
養
対
象
が
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
日
本
は
こ
の
う
ち
「
有
縁
」
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、
台
湾
の
開
元
寺

の
盂
蘭
盆
会
は
前
半
の
誦
地
蔵
経
が
「
有
縁
」
を
、
焔
口
が
「
無
縁
」
の
浮
か
ば
れ
な
い
死
者
を
供
養
す
る
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
よ
り
図
式
的
に
い
え
ば
、
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
を
構
成
す
る
誦
地
蔵
経
は
、
由
来
と
し
て
十
大
弟
子
の
目
連
尊
者
を
挙
げ
つ
つ
、

地
蔵
菩
薩
を
中
心
と
し
た
明
る
い
昼
間
に
営
ま
れ
る
有
縁
の
先
祖
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
放
焔
口
は
由
来
と
し
て
十

大
弟
子
の
阿
難
を
挙
げ
つ
つ
、　

五
如
来
を
中
心
と
し
て
夕
方
の
黄
昏
時
に
営
む
無
縁
の
死
者
た
ち
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
有
縁
と
無
縁
の
供
養
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
有
縁
供
養
（
先
祖
供
養
）
と
無
縁
供
養
の
側
面
を
も
つ
盂
蘭
盆
法
会
を
意
味
づ
け
る
語
り
は
、「
盂
蘭
盆
会
」
を
「
孝

子
報
恩
」
の
儀
礼
と
し
て
説
く
中
で
、
目
連
救
母
の
物
語
を
全
面
に
出
し
つ
つ
、
自
分
と
系
譜
的
関
係
に
あ
る
死
者
た
ち
を
救
う
利
益

を
も
主
張
す
る
。
一
方
、「
盂
蘭
盆
会
」
を
三
界
万
霊
供
養
の
儀
礼
と
し
て
説
き
つ
つ
、「
好
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
る
無
縁
仏
や
浮
か
ば
れ

な
い
死
者
（
無
縁
仏
）
を
救
う
利
益
も
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
二
面
性
は
も
と
も
と
施
餓
鬼
と
い
う
儀
礼
に
内
包
さ
れ
る
も
の
だ
が
、

こ
う
し
た
法
会
の
霊
験
を
全
面
に
出
し
て
主
張
す
る
点
が
台
湾
の
仏
教
的
な
盂
蘭
盆
会
に
は
顕
著
で
あ
り
、
普
渡
の
場
合
は
む
し
ろ
無

縁
の
死
者
を
成
仏
さ
せ
る
点
に
焦
点
化
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
浮
か
ば
れ
な
い
死
者
で
あ
る
「
好
兄
弟
」
が
巷
間
に
溢
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
鬼
月
に
営
ま
れ
る
盂
蘭
盆
の
焔
口
は
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
死
者
た
ち
に
食
を
施
し
、
如
来
と
結
縁
さ
せ
て
普
渡
に
導
く
儀

礼
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
台
南
市
の
開
元
寺
の
盂
蘭
盆
会
を
中
心
と
し
つ
つ
、
台
湾
の
盆
行
事
に
つ
い
て
の
実
地
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
海
外
調
査
が
難
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
状
況
が
許
せ
ば
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で

一
八
〇



の
寺
院
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
本
調
査
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
台
湾
寺
院
で
の
施
餓
鬼
法

と
日
本
の
そ
れ
と
を
儀
礼
論
的
な
枠
組
み
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（１
）
徳
野
崇
行
・
武
井
謙
悟
・
横
山
龍
顯
「
二
〇
一
八
年
度　

仏
教
経
済
研
究
所　

寺
院
調
査
レ
ポ
ー
ト　

地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
（
三
）

　
　

―
台
湾
台
南
市
の
寺
院
調
査
か
ら
」『
仏
教
経
済
研
究
』
第
四
十
九
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
２
）
台
湾
の
嬰
霊
供
養
に
つ
い
て
は
、
陳
宣
聿
「
台
湾
に
お
け
る
嬰
霊
慰
霊
に
つ
い
て
」『
東
北
宗
教
学
』
第
一
〇
巻
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。

（
３
）『
大
正
蔵
』
二
十
一
巻
所
収
（
一
三
一
九
番
）。

（
４
）『
大
正
蔵
』
二
十
一
巻
所
収
（
一
三
一
九
番
）。

（
５
）
野
口
鐵
郎
ほ
か
編
『
道
教
事
典
』
一
九
九
四
年
、
五
四
八
頁
。
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